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はじめに

近年、全国的な子牛市場価格の高騰による肥育素

牛導入費の増加、及び輸入飼料価格の高止まり等に

より肥育農家の経営は厳しい状況が続いている。こ

うした状況の中、肥育農家の経営を安定させるため、

肥育牛の生産費削減等を図り収益性を向上させる肥

育技術の開発が急務となっている。そこで、肥育農

家における牛舎の回転率向上及び生産費の削減を図

ることを目的として、現行の肥育期間を ヶ月程度

短縮する肥育技術の開発を目的とした育成・肥育試

験を実施した。

試験方法

（ ）供試牛及び試験区

哺乳強化試験

当場で生産された黒毛和種の去勢 頭を供試し

た。生後～ ヶ月齢で母牛からの自然哺乳に加え、

日 回（朝夕）代用乳を人工哺乳した哺乳強化区及

び自然哺乳のみで哺乳した自然哺乳区について、各

区 頭ずつ配置した。なお、飼料給与量等の哺乳量

以外の飼養環境は同一とした。

早期若齢肥育試験

供試牛及び区は哺乳強化試験と同一として、 ヶ

月齢から肥育を開始し、概ね ヶ月齢で出荷した。

（ ）調査項目

哺乳強化試験

生後～ ヶ月齢の哺育・育成期において、毎月の

体重測定により発育性を調査した。

早期若齢肥育試験

ヶ月齢～ ヶ月齢の肥育期において、毎月の体

重測定のほか、飼料摂取量、体重、及び枝肉成績を

調査した。また、哺育期における代用乳費用を加味

し、哺乳強化を実施した際の収益性を調査した。

試験結果及び考察

（ ）哺乳強化試験

出生後～ ヶ月齢における体重の推移を図 に示

した。出生時体重は哺乳強化区及び自然哺乳区でほ

ぼ同値だった。また、有意差は見られなかったもの

の哺乳強化区における ヶ月齢時体重は で

あったのに対し、自然哺乳区では であり、

哺乳強化区の方が発育性に優れる傾向が見られた。

（ ）早期若齢肥育試験

両区の飼料摂取状況については、差は認められな

かった。また、肥育期における体重の推移を図 に

示した。有意差は認められなかったが、哺乳強化区

の体重が自然哺乳区よりも大きい値で推移し、出荷

時体重は哺乳強化区の方が自然哺乳区よりも

程度大きい傾向が見られた。

両区の枝肉成績を表 に示した。生体において哺

乳強化区の方が発育に優れていたことに起因し、枝

肉重量についても哺乳強化区で高い傾向が見られた。

また、 について有意差は認められなかっ

たが、哺乳強化区の方が低い傾向が認められた。哺

乳強化区における供試牛のうち 頭の が

であり、区の平均を下げる要因となった。

実際の枝肉販売価格に基づいて算出した両区に

おける収益性を表 に示した。その結果、哺乳強化

区の方が 円利益が大きくなり、哺乳強化にか

かる代用乳費用を加味しても、哺乳強化を実施する

ことで、最終的な収益性の向上が示唆された。

まとめ

本研究では、早期若齢肥育における子牛への哺乳

強化の有効性を調査した。その結果、哺乳強化によ

り、哺育・育成期及び肥育期の発育性が高まる傾向

にあり、肥育出荷後の枝肉重量が大きくなる傾向も

認められた。子牛への哺乳強化は早期若齢肥育に有

効であり、現行の肥育期間の短縮に貢献することが

示唆された。今後、 ヶ月齢で出荷する早期若齢

肥育法と ヶ月齢程度で出荷する慣行の去勢肥育

期間による従来の肥育法において、発育性や産肉性、

牛肉の食味・性状等に違いがあるかどうかを調査す

る予定である。特に、 ヶ月齢での出荷は慣行肥

育法に比べて枝肉重量が低下するとの報告 があ

り、哺乳強化によって低下分の枝肉重量を補うとと

もに、慣行の肥育手法と同等の肉量が得られるよう

な肥育手法の開発が課題である。また、本県におい

ては、肥育牛への飼料用米給与が進展しており 、

今後、早期若齢肥育における最適な給与体系につい

ても検討する。
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表 枝肉成績

表 収益性

試験区

哺乳強化区 ± ± ± ± ± ±

自然哺乳区 ± ± ± ± ± ±

皮下脂肪厚 歩留
基準値

枝肉重量 ロース芯面積 バラの厚さ

(kg)

(kg)

図 肥育開始時（ ヶ月齢）～出荷時（ ヶ月齢）における体重の推移

図 出生後から ヶ月齢における体重の推移

濃厚飼料 粗飼料 補助飼料
合計

哺乳強化区

自然哺乳区 －

試験区
枝肉重量
（kg）

販売価格（円）
差益

((円)、a-b-c)平均枝肉単価
平均販売価格

肥育期飼料費（円）
代用乳費
(（円）、c)

平均値±標準偏差
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